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番     号  

令和６年 10月 24日  

  総務大臣 村上 誠一郎   殿 

 

 ＢＴＶ株式会社     

代表取締役 江夏 拓三 

 

 

事後評価報告書（再評価） 

 

無線システム普及支援事業等補助金交付要綱補足事項の規定に基づき、下記のとおり報告し

ます。  

 

 

記 

 

１．事業概要 

(1) 工事完了日  ：令和３年 ３月５日 

(2) サービス開始日：令和２年１１月 1日 

 

２．目標達成状況（累計） 

指 標 
目標 

（目標年度） 

（実績値/目標値） 

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 
令和 6年度 

(9月末時点) 

家庭用 

wi-fiの設置 

3,400台 

（令和５年度） 
1,442/700 2,228/1,400 2,885/2,400 3,555/3,400 

【参考】 

3,722/3,400 

公共施設 

wi-fiの設置 

18台 

（令和４年度） 
6/6 13/12 20/18 

【参考】 

26/18 

【参考】 

30/18 

  

 

（参考） 

提供可能回線数 

利用回線数 

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 
令和6年度 

(9月末時点) 

9,688回線 1,442 2,228 2,885 3,429 3,596 

 

 



2 

 

３．中間評価を踏まえて実施した取組 

【家庭用 wi-fi】 

◇半導体不足による最終端末入荷遅延に対して、メーカーへ働きかけ、安定供給を確立す

ることにより、家庭用 wi-fiの加入促進に努めた。 

◇集合住宅オーナー向けの新プランを導入した。 

【公共施設 wi-fi】 

◇日南市の避難所を中心に設置の働きかけを実施。 

【利用回線数】 

◇半導体不足による最終端末入荷遅延に対して、メーカーへ働きかけ、安定供給を確立す

ることにより、加入促進に努めた。 

 

４．評価  

【家庭用 wi-fi】 

◇令和２年度 実績 1,442 台  

担当者を増員し、家庭用 Wi-Fi 設置を推進。初年度としては十分な実績となり、開設目標

を達成した。  

◇令和３年度 実績 786 台（累計 2,228 台） 

前年度より担当者並びにコロナウイルス蔓延のため積極的な推進ができず、前年比よりも

設置数が大幅に減少したが、推進できる時期に積極的に活動したことにより、開設目標は達

成した。  

◇令和４年度 実績 657 台（累計 2,885 台）  

コロナウイルスの影響により発生した世界的な半導体不足のため、最終端末が不足し、設

置数が減少したが、推進できる時期に積極的に活動したことにより、開設目標は達成した。  

◇令和５年度 実績 670 台（累計 3,555 台） 

  メーカーへの働きかけ並びに集合住宅向けの新プランを導入したことにより、開設目標を

達成した。 

◇令和６年度（９月末時点） 実績 167 台（累計 3,722 台） 

  ダイレクトメールの発送や新プラン導入などにより、目標を達成しており、引き続き、無

線局の開設に務める。 

 

【公共施設 wi-fi】 

◇当初設置目標の１８台は令和４年度までで達成し、令和６年度も４箇所設置を計画している。 

令和６年度までで日南市の避難所施設への wi-fi 設置が完了する。 

 

【利用回線数】 

◇令和６年９月末現在の利用回線数は 3,596 回線、利用率は 37.1％であり順調に推移してお

り、引き続き、利用回線数の向上に努める。 

 


